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これからの季節は熱中症対策を実施できるよう、適切な環境設定と、子どもたちの体調変化にいち早く気づけるように

こまめに健康観察をおこなっていきたいと思います。 

梅雨入りの季節になりました。この時期は、急に暑くなる日や雨でひんやり肌寒い日もあり、体調を崩しがちです。 

バランスのよい食事や睡眠をしっかりとるなどの工夫をして体調を整えて雨に負けず元気いっぱい過ごしたいですね。 

園でも気候にあわせて、お子さまの様子を見ながら過ごしていきますので、朝食時に食欲がなかったな、水分摂取が足り 

ないかな、おしっこがあまり出ていないなど、気になることがあれば、登園時にお知らせください。 

暖かくなって外遊びが増え汗をかいて着替える回数が

増えてきました。服がきついものだと、脱いだり着たりしに

くいですし、大きすぎる服は体の動きを妨げ事故につな

がります。お子さんのサイズや着脱の様子を確認してご

準備いただきますようお願いします。 

園では裸足で過ごすことも増えると思いますが、必ず

行き帰りには靴下を履くようにお願いいたします。 

子どもたちが大好きな夏がやってきました！ 

園では、気温などを見ながら、安全に配慮して

水遊びを始めます。水遊びは、意外と体力を

消耗するため、夜は早めに寝かせるなど、疲れ

を残さないようお願いします。園でも子どもの

体調をよく見ていきますが、朝、体調の悪いと

きは職員に伝えてください。 

 子どもたちが、安全に水遊びを楽しめるよう、

ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

とびひ 
アトピーやあせも、虫刺され、

すり傷などを手で触ったりかいた

りすると、皮膚の表面に複数の細

菌が付着して繁殖し、皮膚がただ

れたり水ぶくれになったり、かさ

ぶたになったりします。なかでも

黄色ブドウ球菌は高温多湿を好む

ため、夏になると流行します。 

患部を触った手で体の他の場所

に触れると、感染がさらに広がり

ます。ガーゼなどで覆って患部に

直接触れないようにしましょう。   

状態がひどい場合は医療機関に

相談し、内服の抗生物質を処方し

てもらいます。子どもの間で感染

しやすいので、家庭でもタオルの

共有や、兄弟との入浴は控えまし

ょう。虫刺されやすり傷などは放

置せず、しっかりと消毒をして清

潔にし、とびひにならないように

注意が必要です。 

これからやってくる本格的な暑さに負けず

いっぱいあそびましょうね！(^^♪ 

文責：保健師 森阪万季  


